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 要  旨 
自動車や電化製品を製造する企業にとって、信頼性寿命データの解析を行い、自社製品の市場
における性能評価を行うことは重要である。実際に製品がユーザによって使用される段階におい
て、その製品の目標としていた品質・信頼性が実現されているかを確かめるため、あるいは重大
な品質上の問題点が生じていないかを調べるためである。さらに、その結果を将来の新規製品の
開発や製造へのフィードバックとして、さらなる品質の向上や重大な故障の未然防止につなげる
ためでもある。そこで、市場の信頼性の実態把握の為には市場情報の収集とその解析が必要とな
る。 
ユーザからの修理依頼などにより、市場から得られるフィールド寿命データは、実験室内にお
ける加速寿命試験と異なり、実使用環境条件下で使用された製品本来の目的とする信頼性特性値
を反映している。実使用環境条件下では、経過時間や車の走行距離などの負荷以外にも、季節変
動による温度や湿度などの環境の変化による負荷を受ける製品もある。季節的に変動する環境の
変化により、寿命に影響を受ける製品に対しての、信頼度関数や故障率関数などの推定において、
季節などの環境条件を考慮せずデータの解析を行うと、製品寿命の把握に重要な情報が失われて
しまい、正しい寿命推定ができなくなる。 
そこで本研究では、温度や湿度などの季節変動による環境の変化が寿命に及ぼす効果を定量的
に評価し、環境の変化を考慮した寿命推定法を考案することを目的とする。また、時間軸として
経過時間と、使用量に着目する。車の走行距離といった実際の使用量によって寿命が左右される
ような製品対しては、時間軸を使用量とすることで正しく寿命を評価できる。 
本研究では故障数がポアソン分布に従うとし、ポアソン分布の強度関数に季節変動の効果を乗
ずることで、季節変動の効果を表すモデルを構築した。尤度関数よりの最尤法により、季節変動
の効果、故障率を推定した。推定結果と、実際のデータによる故障率の変動を比較することで季
節変動の効果を良く追えていることを示し、本研究の手法によって季節変動の効果を定量的に評
価することが可能であると示した。また、推定した季節変動の効果を用いて、保全計画への応用、
や故障台数の予測を行った。 
 
